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■主な内容
Ｐ２　高齢者福祉サービス
Ｐ３　福祉用具購入費・住宅改修費の
　　　支給申請
Ｐ４　がん検診を受けましょう
Ｐ５　がん検診の無料クーポンを配布

平成25年5月15日号平成25年5月15日号
【毎月1日・15日発行】【毎月1日・15日発行】

Vol.Vol.195195
平成25年5月15日号
【毎月1日・15日発行】

Vol.195

じぇんこまきで幸せのおすそ分けじぇんこまきで幸せのおすそ分けじぇんこまきで幸せのおすそ分け
むなかたむなかたむなかた

　５月４日、　５月４日、弁天地区弁天地区の胸形神社で行われた「じぇんこまき」。の胸形神社で行われた「じぇんこまき」。
新婚や還暦、古希、米寿などを迎えた人が、おはらいの後、約新婚や還暦、古希、米寿などを迎えた人が、おはらいの後、約
8080人の住民にじぇんこ（小銭）をまきました。人の住民にじぇんこ（小銭）をまきました。
　参加した新婚夫婦のうちの１組は「幼いころに拾ったじぇん　参加した新婚夫婦のうちの１組は「幼いころに拾ったじぇん
こを、地域に返すつもりでまきました。良い思い出になりましこを、地域に返すつもりでまきました。良い思い出になりまし
た」と話してくれましたた」と話してくれました

　５月４日、弁天地区の胸形神社で行われた「じぇんこまき」。
新婚や還暦、古希、米寿などを迎えた人が、おはらいの後、約
80人の住民にじぇんこ（小銭）をまきました。
　参加した新婚夫婦のうちの１組は「幼いころに拾ったじぇん
こを、地域に返すつもりでまきました。良い思い出になりまし
た」と話してくれました



・長寿福祉課高齢介護班（緯７３－２１１１内線５１８・５１９）
・地域包括支援センター（緯７３－２１１１内線２６１～２６５）

◇介護に関する相談・福祉サービスの詳細
　などの問い合わせは
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支給申請について

介
護
保
険

福祉用具購入費・住宅改修費

　介護保険の「要介護」または「要支援」と認定された在宅の要介護者が、入浴や排せつに用いる福
祉用具などを指定事業者から購入した場合や、市から事前に承認を受けた上で、自宅に手すりの取り
付けや段差の解消などの住宅改修を行った場合には、後で掛かった費用の９割相当額（限度額あり）
が支給されます。

○指定事業所からの購入について
　　都道府県知事の指定を受けた事業所からの購入に
　限ります。指定を受けていない事業所から購入した
　場合には、原則として福祉用具購入費の支給対象と
　なりません。指定事業所については下記に問い合わ
　せください。

○対象となる用具
　①腰掛便座
　②自動排泄処理装置の
　　交換可能部品
　③入浴補助用具
　④簡易浴槽
　⑤移動用リフトのつり具の部分
　※事前に担当のケアマネジャー（介護支援専門員）
　　などに、購入を希望する福祉用具が介護保険の対
　　象となるかなどを相談することをお勧めします。

○支給限度基準額
　同一年度（４月～翌年３月末）で１０万円
　※実際の支給額は、購入費の９割相当額で、同一年
　　度を通じて９万円が上限となります。また、支給
　　上限額を超えた部分は自己負担となります。

○申請に必要な書類
　①福祉用具購入費支給申請書（福祉用具が必要な理
　　由を記載のこと）
　②領収書
　③パンフレットなど福祉用具の概要を記載した資料

△

福祉用具購入費
○事前申請について
　　住宅改修費の支給を受けるには、市へ事前に申請
　して承認を受けることが必要です。事前申請なしに
　住宅改修を行った場合には、原則として支給対象と
　なりません。ケアマネジャーなどと十分に相談した
　上で、事前申請の手続きをしてください。分からな
　いことは下記に相談ください。

○対象となる工事
　①手すりの取り付け
　②段差の解消
　③滑りの防止、移動を円滑に
　　するための床または通路面
　　の材料の変更
　④引き戸などへの扉の取り替え（取り替えに比べて
　　費用を安く抑えられる場合に限り新設も含む）
　⑤洋式便器などへの便器の取り替え
　⑥その他①～⑤の住宅改修に付帯して必要な工事

○支給限度基準額・・・同一住宅で２０万円
　※実際の支給額は工事費の９割相当額で、同一住宅
　　で１８万円が上限となります。また、支給上限額を
　　超えた部分は自己負担となります。

○事前申請に必要な書類
　①住宅改修費承認申請書
　②工事費の見積書
　③住宅改修が必要な理由書（ケアマネジャーなどが
　　作成します）
　④改修後の状態が分かる図面など
　⑤改修前の日付入りの写真

△

住宅改修費

市では、在宅の高齢者のかたがたへの
生活支援や介護予防または介護をして
いる家族への支援のため、次のサービ
スを提供しています。
※高齢者＝おおむね６５歳以上

高齢者
福祉サービス

利用限度と利用者負担金等対　　象実施内容事 業 名
限　度：週２回、１回２時間
利用料：１時間未満　３００円
　　　　以降、３０分ごとに１５０円を
　　　　加算

介護保険の該当にならない高齢者
世帯とこれに準ずる世帯で、自立
した生活のための簡易な家事援助
が必要な人

ヘルパーやボランティアを
居宅に派遣し、簡易な家事
援助を行う

軽度生活援助
サービス

　生活支援事業サービス▼

利用限度と利用者負担金等対　　象実施内容事 業 名
限　度：週１回
利用料：基本サービス　７００円
　　　　入浴サービス　２００円
　　　　食事サービス　実費

介護保険に該当しない高齢者で、
身体状況に応じた動作訓練などが
必要な人

実施会場へ送迎し、入浴や
食事、趣味活動などを行うすこやか

デイサービス

利用料：なし※二次予防事業の対象者であって、
　心身の状況などにより通所が必
　要な事業への参加が困難な人

保健師などが居宅を訪問し
て、生活機能に関する問題
を総合的に把握・評価して、
必要な相談・指導を行う

生活管理指導員
派遣事業

限　度：１回７日以内
利用料：１日３８０円と食事は実費
　　　　（日常生活で通常必要と
　　　　なる費用は実費）

※二次予防事業の対象者のうち、
　外的要因で緊急または一時的に
　在宅生活が困難な人

特別養護老人ホームの空き
ベッドを活用し、短期の宿
泊を行い、体調の調整と生
活習慣に対する指導を行う

生活管理指導
短期宿泊事業

限　度：原則週１回
利用料：おかずのみ　１食４００円
　　　　弁当タイプ　１食４５０円
　　　　定食タイプ　１食５００円

※二次予防事業の対象者のうち、
　心身状況と家庭環境などで、食
　事の摂取や調理が困難な人

心身の状況、家庭環境など
を考慮した栄養バランスの
取れた食事を作り、定期的
に訪問して栄養改善を行う

配食サービス事業

限　度：年１回１００，０００円支給介護保険の要介護４または５の高
齢者を在宅で介護している市民税
非課税世帯で、１年間介護保険サー
ビスを利用していない人

在宅で高齢者を介護してい
る介護者に対して、慰労金
を支給する

家族介護
継続支援事業

利用料：対象者の資産と預貯金な
　　　　どにより、費用の全部ま
　　　　たは一部を助成

介護保険サービスを利用または利
用しようとする身寄りのない重度
の認知症高齢者

成年後見人の申し立てに要
する経費と、成年後見人の
報酬の助成を行う

成年後見制度
利用支援事業

限　度：１日２食まで
利用料：おかずのみ　１食４００円
　　　　弁当タイプ　１食４５０円
　　　　定食タイプ　１食５００円

心身状況、家庭環境などで、食事の
摂取や調理が困難な高齢者世帯な
どのうち、要介護状態などにある
人または在宅生活を継続するため
にサービスが必要と認められる人

心身の状況、家庭環境など
を考慮した栄養バランスの
取れた食事を作り、定期的
に訪問して食事を提供する

自立生活支援事業

　介護予防事業サービス▼
※基本チェックリストの結果、要介護状態等となる恐れの高い状態にあると認められる人

利用限度と利用者負担金等対　　象実施内容事 業 名
限　度：年１２回
利用者負担：助成額を除いた施術費

昭和２４年４月１日以前に生まれた
人

施術を受ける際に１回５００円
の助成券を交付する

はり、きゅう、マッサージ
施術費助成事業

　その他のサービス▼

・湯沢ゆうあい在宅介護支援センター（緯７３－８６９６）
・稲川在宅介護支援センター（緯７８－５３０５）
・雄勝在宅介護支援センター（緯５２－５２１０）
・皆瀬在宅介護支援センター（緯５８－４００４）

　・稲川総合支所市民サービス班（緯４２－５８１５）
　・雄勝総合支所市民サービス班（緯５２－２１１１）
　・皆瀬総合支所市民サービス班（緯４６－２１１１）

◇福祉サービスの問い合わせは下記でも受け付けています
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●がん検診、こんなふうに思っている人いませんか？
①
自
分
は
ま
だ
検
診
を
受
け
る
よ
う
な
年
齢

で
は
な
い

　

近
年
、
大
腸
が
ん
は
男
女
と
も
に
四
十
代

後
半
か
ら
、
乳
が
ん
は
三
十
代
後
半
か
ら
、

子
宮
頸
が
ん
は
二
十
代
、
三
十
代
で
も
罹
患

す
る
人
の
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
二
十
歳
か
ら
対
象
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

②
お
金
が
掛
か
る
か
ら
受
け
な
い

▼
市
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
の
自
己
負
担
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。
湯
沢
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

を
お
持
ち
の
人
は 　
　 

で
す
。
全
て
の
検

診
を
受
け
る
と
金
額
は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、

も
し
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
の
負
担
を
考
え

る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

▼
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
該
当
者
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
郵

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

③
社
会
保
険
の
人
は
受
け
ら
れ
な
い
の
で
は
？

　

特
定
健
診
と
異
な
り
、
が
ん
検
診
は
加
入

保
険
の
関
係
な
く
、
対
象
年
齢
の
市
民
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
申
し
込
み
を
し
な
か
っ
た
人

は
、
こ
れ
か
ら
で
も
間
に
合
い
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

④
ど
こ
も
悪
く
な
い
し
、
い
つ
で
も
病
院
に

行
け
る

　

早
期
が
ん
は
自
覚
症
状
が
無
い
こ
と
が
多

い
と
い
わ
れ
ま
す
。
咳
が
続
く
、
血
便
が
出

る
、
食
べ
物
が
飲
み
込
め
な
い
と
い
っ
た
症

状
が
あ
れ
ば
、
が
ん
が
進
行
し
て
し
ま
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
早
期
発
見

の
た
め
に
は
、
「
自
分
は
健
康
だ
」
と
思
え

る
今
こ
そ
、
検
診
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
の

で
す
。

⑤
毎
年
受
け
な
く
て
も
い
い
の
で
は
？

　

「
昨
年
、
異
常
な
し
だ
っ
た
か
ら
、
今
年

も
大
丈
夫
」
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
人
の

年
齢
に
も
よ
り
ま
す
が
、
た
っ
た
一
つ
の
が

ん
細
胞
が
検
査
で
わ
か
る
く
ら
い
に
大
き
く

な
る
に
は
十
年
か
ら
二
十
年
以
上
か
か
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
検
診
で
発
見
さ
れ

る
く
ら
い
に
大
き
く
な
っ
た
が
ん
が
「
進
行

が
ん
」
に
な
る
ま
で
は
、
が
ん
の
種
類
に
も

よ
り
ま
す
が
、
た
っ
た
の
一
年
か
ら
二
年
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
肺
・
胃
・

大
腸
が
ん
検
診
な
ど
は
毎
年
、
乳
が
ん
検
診

は
二
年
に
一
回
の
受
診
が
大
切
な
の
で
す
。

け
い

り　

 

か
ん

▲がん検診受診率は、ほぼ横ばいかやや上昇傾向にあります
が、目標である受診率50％にはまだ到達していない状況です。

問診と胸部Ｘ線撮影。喫煙本数や、血痰の有無等リスクの高さにより、喀痰検査
が必要か判定され、検査が必要な人には容器が渡され、後日回収ＢＯＸに届ける。

胃部Ｘ線撮影（検診車）が行われる。申込者には、事前に受診票・問診票が郵送
される。前日の午後8時以降何も口に入れずに検査。

申込者には事前に受診票・問診票、採便容器が郵送される。検診当日は、それら
を会場に持参。

特定健診会場にて、問診と採血。

40歳以上の偶数年齢の女性が対象。申込者には事前に問診票が郵送される。
当日は、問診、視診、触診、乳房Ｘ線撮影（マンモグラフィー）：40～49歳＝二
方向、50歳＝一方向。※会場は雄勝中央病院

20歳以上39歳以下、40歳以上の偶数年齢の女性が対象。申込者には事前に問診票が郵
送される。 当日は、問診、視診、細胞診、超音波検査（卵巣腫瘍も調べている）。
※会場は雄勝中央病院

市が実施するがん検診の内容と自己負担額
検診項目

肺 が ん 検 診

胃 が ん 検 診

大腸がん検診

前立腺がん検診

1,000／3,300

1,500／4,100

   800／1,600 

1,000／1,500

内　　　　容 自己負担額／市委託額（円）

乳 が ん 検 診

子宮頸がん検診 2,000／5,100

40～49歳：3,000/6,100

50歳以上：1,600/4,300

■検診手帳と検診無料クーポン券送付対象者■子宮頸がん検診クーポン券

■乳がん検診クーポン券

無料クーポン対象者と検診の実施場所など

※年齢は平成25年4月１日現在の満年齢

子
宮
頸
が
ん

乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
胃
が
ん

区分 年齢

20歳

25歳

30歳

35歳

40歳

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

40歳

50歳

生　　年　　月　　日

平成4年(1992年)4月2日～平成5年(1993年)4月1日

昭和62年(1987年)4月2日～昭和63年(1988年)4月1日

昭和57年(1982年)4月2日～昭和58年(1983年)4月1日

昭和52年(1977年)4月2日～昭和53年(1978年)4月1日

昭和47年(1972年)4月2日～昭和48年(1973年)4月1日

昭和47年(1972年)4月2日～昭和48年(1973年)4月1日

昭和42年(1967年)4月2日～昭和43年(1968年)4月1日

昭和37年(1962年)4月2日～昭和38年(1963年)4月1日

昭和32年(1957年)4月2日～昭和33年(1958年)4月1日

昭和27年(1952年)4月2日～昭和28年(1953年)4月1日

昭和47年(1972年)4月2日～昭和48年(1973年)4月1日

昭和37年(1962年)4月2日～昭和38年(1963年)4月1日

○対象者　平成25年4月20日現在で湯沢市に住所登
　録をしている上記表の生年月日の人
○実施場所　市が指定した検診機関一覧、または市
　民健診会場をクーポン券とともに送付します
○実施期間　
　●子宮頸がん・乳がん検診交付日から平成26年2
　　月28日まで
　●大腸がん・胃がん検診市民健診実施期間内（実
　　施期間は、広報ゆざわ4月１日号に折り込みの
　　市民健診日程表を確認のこと）

対象者に無料クーポン券を送付
　市では現在、各種がん検診を行っていますが、検
診の受診促進のため、特定の年齢に達した人を対象
に、子宮頸がん・乳がん・大腸がん・胃がん検診に
関する検診無料クーポン券と検診手帳を送付します。
　これは、国の方針に基づいて、がんに関する正し
い健康意識の普及啓発と受診促進のため、全国一律
の基準で行うものです。
※子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券は、対象
者に送付済みです。大腸がん・胃がん検診無料クー
ポン券は、各地域の市民健診実施日に合わせ随時送
付します。

無料になる検診の内容
○子宮頸がん検診
　問診・視診・細胞診
○乳がん検診
　問診・視触診・マンモグラフィ検査
○大腸がん検診
　問診・便潜血検査
○胃がん検診
　問診・エックス線撮影検査

▼ご注意ください▲
　子宮体部がん検診などの追加検診を受ける場合は
検診料が掛かります。

検診別・受診のしかた
◇子宮頸がん・乳がん検診
　指定検診機関に直接申し込みの上、クーポン券と
身分証明書（運転免許証などの公的証明書）の両方
を必ず持参し、受診してください。
◇大腸がん検診・胃がん検診
　クーポン券と身分証明書の両方を必ず持参し、市
民健診会場にお越しください。

▲ご注意ください▲
　クーポン券が配付された人で、4月１日以降に市が実施し
た各種がん検診を受けた人は、後日、クーポン券と引き換え
に払い戻しを行う予定です（該当者には個別に連絡します）。
　職場での検診や人間ドックなど、市の制度以外の検診を受
けた場合は、払い戻しの対象とはなりません。

▷子宮頸がん検診 ▷乳がん検診 ▷大腸がん検診 ▷胃がん検診 ～あなたとあなたの大切な人のために～

　日本人の2人に１人は何らかのがんになり、3人に１人はがんで亡くなる時代です。県
内では１年間に約4,000人ががんで亡くなっています。「秋田県衛生統計年鑑（平成23年）」
によると、市内のがん死亡者数は210人であり、死亡率（人口10万対）は全国283.3に対
し、湯沢市は419.7となっています。

『自分は健康だ』と感じる今こそ、
　　　　　　　がん検診を受けましょう！検診無料クーポン券の

　　　　　　利用を！

けい

▼
▼
▼
▼
▼

▼
▼
▼
▼
▼○問い合わせ

　健康対策課予防衛生班
　☎73‒2111内線131～133

○問い合わせ
　健康対策課保健推進班
　☎73‒2111内線134～136

15

20

25

30

35

（％） Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

■乳がん検診クーポン券

無料クーポン対象者と検診の実施場所など

無
料 
無
料 

大腸がん

子宮がん

前立腺がん

乳がん

胃がん



閲覧の年月日申 請 者 の 氏 名

2．同法第11条の2第1項の規定による閲覧（個人または法人の申し出によるもの）　※訴訟の提起その他の特別な事情によるものを除きます。

【問い合わせ】　市民課住民班（☎73‒2111内線151・152）へ

閲覧に係る住民の範囲

平成24年5月16日

平成24年6月5日

平成24年11月13日

平成24年11月28日

平成25年1月16日

市内全域
（20歳以上の男女）

市内全域
（20歳以上の男女）

小野、横堀地区
（20歳以上79歳以下の男女）

森、柳田、柳町1～2丁目、
山田地区（20歳以上の男女）

千石町3～4丁目
（15歳以上の男女）

健康づくりに関する調査
（秋田県健康福祉部健康推進課から委託）

平成24年度県民意識調査
（秋田県企画振興部総合政策課から委託）

国民性に関する意識動向【2012年度】調査
（大学共同利用機関法人情報・システム研究機構統計数理研究所から委託）

生活意識に関するアンケート調査【第53回】
（日本銀行情報サービス局から委託）

代表取締役　菅　原　　　晟
株式会社 フィデア情報システムズ

会　長　西　澤　　　豊
一般社団法人 中央調査社

代表取締役社長  鈴　木　稲　博
株式会社 日本リサーチセンター

事務局長　平　谷　伸　次
社団法人 新情報センター

代表取締役　菅　原　　　晟
株式会社 フィデア情報システムズ

生活の質に関する世帯調査
（内閣府経済社会総合研究所から委託）

利　用　目　的　の　概　要

閲覧の年月日申 請 者 の 氏 名

1．同法第11条第1項の規定による閲覧（国または地方公共団体の機関の請求によるもの）　※犯罪捜査などのための請求に係るものを除きます。

住民基本台帳の
閲覧状況の公表

閲覧に係る住民の範囲

平成24年8月21日

平成24年12月4日

市内全域
（20歳以上の男女）

平成7年4月2日から平成8
年4月1日までに生まれた人

平成24年度秋田県男女の意識と生活実態調査

　住民基本台帳法では 「住民基本台帳の一部の写し」 の閲覧
状況について公表を義務付けています。
　平成24年度の閲覧状況を、同法第11条第3項、第11条の2
第12項、住民票省令第3条に基づき公表します。

自衛官募集自衛隊秋田地方協力本部

秋 田 県 生 活 環 境 部

利　用　目　的　の　概　要

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
梅
雨
期
に
入

り
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害
が

多
く
な
る
時
期
で
す
。
土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
も
、
普
段
か
ら
家
の

周
り
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
、
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

■
気
象
情
報
に
注
意

　
「
雨
が
続
い
て
い
る
な
」と
思
っ
た
ら
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
気
象
情
報
や

土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

■
避
難
場
所
な
ど
を
確
認

　

も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
避
難
経
路

や
避
難
場
所
を
家
族
で
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

土
砂
災
害
防
止
月
間

　
　
　
（
６
月
１
日
〜
30
日
）

☆「
土
砂
災
害
危
険
箇
所
」は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
県
河
川
砂
防
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
雄
勝
地
域
振
興
局

　

企
画
調
査
課（
☎
73
6
1
6
4
）、
市

　

総
務
課
総
務
班
（
☎
73
2
1
1
1
内

　

線
2
1
1
･
2
1
2
･
2
1
7
）
へ

▲このような前触れに注意
　○がけ崩れの兆候
　　•がけからの水が濁る　
　　•がけに亀裂が
　　　入ってくる
　　•小石が落ちてくる

日ごろからの心掛け

　○地すべりの兆候
　　•地面にひび割れができる
　　•井戸や沢の水が濁る
　　•斜面から水が
　　　噴き出す

　○土石流の兆候
　　•山鳴りがする
　　•雨が降り続いているのに
　　　川の水位が下がる
　　•川が濁ったり、流木が
　　　あったりする
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【フェスティバル合唱・吹奏楽団】
○応募資格　音楽のまち “ゆざわ” を愛する人
○応募条件　本番および事前練習に参加できること
　　　　　　※交通費、出演料はありません。
○事前練習　8月17日㈯　湯沢文化会館
○本　　番　8月18日㈰　湯沢文化会館
　　　　　　（午前リハーサル、午後本番）
　　　　　　※上記に加え、事前練習を予定してい
　　　　　　ます。練習日時は後ほど連絡します。
○定　　員　合唱団100人程度、吹奏楽団100人程度
　　　　　　（定員になり次第締め切り）

○募 集 期 間　5月20日㈪午前9時～6月21日㈮午後5時
○申し込み方法　市のホームページからダウンロードまたは各生涯学習センターに備え付けの申込書に必要
　　　　　　　　事項を記入の上、郵送（期間内必着）、ファクス、電子メールにて下記へ提出してください
○申し込み・問い合わせ　音楽のまち “ゆざわ” サマーミュージックフェスティバル実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　　（市生涯学習課内〒012-0105湯沢市川連町字上平城120、☎0183-42-5810、
　　　　　　　　　　　　　℻同42-2670、*k-shogai@city-yuzawa.jp）

音楽のまち “ゆざわ”
サマーミュージックフェスティバル２０１３出演者募集
　今夏8月18日開催予定のサマーミュージックフェスティバル2013の出演者を募集します。
音楽を一緒に楽しみませんか。昨年に引き続き、フェスティバル合唱・吹奏楽団指揮は秋田
県吹奏楽連盟会長の髙野豊昭さんです。

たか の とよあき

　3月29日、100歳の誕生日を迎えた髙橋さんの自宅
を市長が訪問し、祝い状とお祝い金を手渡しました。
　髙橋さんは長寿の秘訣を 「若いころから毎日続け
ている自己流の体操のおかげ」 と話していました。
　また、「100歳になったら、欲がなくなってきた。
そして、今まで生きてきて良かったなと思っている」
と感想を話していました。
　地区では初めての100歳長寿ということで、たくさ
んの花火を打ち上げ、祝福していました。

▲市長から祝い状を受ける髙橋さん

ひ けつ

【湯沢市出身若手演奏家】
○応募資格　•音楽のまち“ゆざわ”を愛する人
　　　　　　•市内の学校を卒業またはメンバーに
　　　　　　　市出身者を含む若手演奏家
○応募条件　•演奏時間を含めて10分以内
　　　　　　•ソロまたはアンサンブルで演奏する
　　　　　　　こと（ただし、伴奏は可）
　　　　　　※交通費、出演料はありません。
○定　　員　2組程度
　　　　　　（応募多数の場合実行委員会で選考）

♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪

髙　橋　良　一
たか はし りょう いち

さん （川連町）

おめでとうございます　100歳長寿
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人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き
4月末現在

●人口
　 男
　 女

50,309人
23,928人
26,381人

………

………

………

（－89人）

（－38人）

（－51人）

前月比

●世帯数 18,289世帯… （＋21世帯）
前月比



　

や
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
な
か
な
か
実
践

で
き
な
い
整
理
収
納
。
今
よ
り
も
っ
と
便

利
に
、
快
適
に
生
活
す
る
た
め
の
整
理
収

納
術
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

5
月
30
日
㈭
午
前
10
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

○
講　

師　

金か
ね

田た

玲れ
い

子こ

さ
ん
（
整
理
収
納

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）　

○
入
場
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
よ
ー

　

く
聴
く
窓
口
班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線

 

1
2
4
･
1
2
5
）
へ　

　

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
「
水
道
週

間
」
で
す
。
日
ご
ろ
皆
さ
ん
が
飲
ん
で
い

る
お
い
し
い
水
道
水
が
ど
の
よ
う
に
し
て

供
給
さ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

6
月
6
日
㈭
午
後
1
時
30
分

　

〜
4
時
30
分

※
午
後
1
時
15
分
ま
で
市
役
所
本
庁
舎
前

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

○
見
学
施
設　

関
口
水
源
地
・
院
内
浄
水

　

場
・
岩
崎
浄
水
場

○
参
加
料　

無
料

○
定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

5
月
30
日

　

㈭
ま
で
、
水
道
課
管
理
業
務
班
（
☎
73

　

2
1
1
1
内
線
4
2
2
･
4
2
3
）
ま

　

た
は
関
口
水
源
地（
☎
73
2
3
1
2
）へ

　

た
く
さ
ん
の
絵
本
や
児
童
書
を
載
せ
て

「
本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
湯
沢
図
書
館
に

や
っ
て
来
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま

す
。

○
と　

き　

6
月
8
日
㈯
午
後
2
時
〜
3

　

時
○
と
こ
ろ　

湯
沢
図
書
館

○
入
場
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
図
書
館
（
☎
73
3

 

0
4
0
）
へ

　

事
件
の
解
決
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

「
理
解
と
協
力
」
が
必
要
で
す
。

　

被
害
に
遭
っ
た
ら
「
現
場
は
そ
の
ま
ま
、

早
い
届
け
出
」
を
す
る
こ
と
で
、
早
期
検

挙
と
被
害
の
回
復
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
次
の
こ

と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
事
件
を
知
っ
た
ら
す
ぐ
１
１
０
番
】

　

1
1
0
番
通
報
に
よ
り
現
場
に
急
行
し

ま
す
。
警
察
官
の
到
着
や
、
緊
急
配
備
ま

で
の
時
間
が
短
い
ほ
ど
、
早
く
犯
人
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
現
場
は
そ
の
ま
ま
、
ま
ず
届
け
出
を
】

　

歩
き
回
っ
た
り
、
片
付
け
た
り
せ
ず
、

そ
の
ま
ま
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
を
し
な
い
と
、
犯
人
が
野
放
し

に
な
り
、
被
害
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
警
察
署
（
☎
73
2

 

1
2
7
）
へ

　

県
で
は
、
減
災
・
防
災
の
た
め
、
全
県

に
点
在
す
る
農
業
用
た
め
池
（
か
ん
が
い

受
益
面
積
二
ha
以
上
）
千
九
百
カ
所
の
調

査
を
実
施
中
で
す
。

○
実
施
期
間　

12
月
10
日
㈫
ま
で

○
調
査
機
関　

秋
田
県
土
地
改
良
事
業
団

　

体
連
合
会
、
県
内
農
業
土
木
設
計
コ
ン

　

サ
ル
タ
ン
ト

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
土
地
改
良
事
業

　

団
体
連
合
会
管
理
情
報
部
（
☎
0
1
8

 

―
8
8
8
―
2
7
2
4
）
へ

○
と　

き　

6
月
8
日
㈯
午
前
10
時
30
分

　

〜
正
午

○
と
こ
ろ　

湯
沢
市
健
康
ド
ー
ム

○
参
加
料　

無
料

○
内　

容　

県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
職
員

　

に
よ
る
、
し
つ
け
方
の
実
技
指
導
な
ど

※
当
日
は
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
会
場

も
設
け
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
保
健 

　

所
（
☎
73
6
1
5
7
、

　

℻
同
6
1
5
6
）
へ

○
募
集
戸
数　

1
戸

○
完
成
年　

平
成
7
年

○
構　

造　

木
造
二
階
建

○
タ
イ
プ　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

○
家　

賃　

二
万
三
千
三
百
円
〜

○
募
集
期
間　

5
月
21
日
㈫
〜
6
月
3
日

　

㈪
○
問
い
合
わ
せ　

平
鹿
地
域
振
興
局
建
築

　

課
（
☎
0
1
8
2
32
6
2
0
6
）
へ

農
業
用
た
め
池
調
査

2013.05.15
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消
費
者
月
間
講
演
会

「
誰
で
も
で
き
る
整
理
収
納

の
キ
ホ
ン
と
コ
ツ
」

犬
の
し
つ
け
方
教
室

県
営
倉
内
住
宅

　
　

入
居
者
募
集

水
道
施
設
見
学
会

触
ら
ず
、歩
か
ず
、動
か
さ
ず
、

ま
ず「
１
１
０
番
」

〜
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
ら
す
ぐ
届
け
出
を
〜

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
本
と
あ
そ
ぼ
う

　

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」

が
来
る
よ

　

五
月
三
十
一
日
㈮
が
納
期
限
の
市
税
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
固
定
資
産
税　

第
一
期

○
軽
自
動
車
税　

全
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

 

2
1
1
1
内
線
2
4
1
･
2
4
2
）
へ

　

市
で
は
、
地
域
の
介
護
予
防
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

○
対
象
団
体　

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

な
ど
の
人
材
育
成
研
修
や
介
護
予
防
活

　

動
を
行
っ
て
い
る
団
体

○
補
助
金　

年
間
対
象
経
費
の
4
分
の
3

　

以
内
で
、
上
限
5
万
円

○
補
助
対
象　

活
動
事
業
費
と
し
、
介
護

　

予
防
に
関
す
る
活
動
を
推
進
す
る
経
費

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
7
日

　

㈮
ま
で
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
地
域
包

　

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
2
1
1
1
内

 

線
2
6
0
〜
2
6
8
）
へ

【
資
源
ご
み
団
体
回
収
促
進
奨
励
金
】

　

資
源
ご
み
を
回
収
し
て
い
る
団
体
に
対

し
、
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
所
定

の
申
請
書
と
請
求
書
に
、
回
収
業
者
か
ら

の
買
い
取
り
証
明
書
を
添
え
て
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
年
度
、
事
前
に
団
体
登
録
が

必
要
で
、
一
団
体
年
三
回
ま
で
申
請
可
能
。

・
奨
励
金
額　

一
回
の
回
収
に
つ
き
二
千 

　

五
百
円

・
最
低
回
収
量　

一
回
の
回
収
に
つ
き
空

　

き
ビ
ン
類
＝
百
本
以
上
、
紙
類
・
金
属

　

類
＝
百
㎏
以
上

・
申
し
込
み
締
め
切
り　

団
体
回
収
を

　

行
っ
た
日
か
ら
一
カ
月
以
内

【
ご
み
集
積
所
ボ
ッ
ク
ス

設
置
整
備
事
業
補
助
金
】

　

町
内
で
設
置
す
る
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス

へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
存
の
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
を

修
理
す
る
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

す
る
た
め
、
予
算
の
状
況
に
よ
り
交
付
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
補
助
金
額　

集
積
ボ
ッ
ク
ス
一
基
に
つ

　

き
購
入
金
額
の
2
分
の
1
（
上
限
が
6

　

万
円
）

・
申
し
込
み
方
法　

町
内
会
単
位
で
設
置

　

前
に
左
記
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
申
請
書
、
請
求
書
お
よ
び
団
体
登
録
申

請
書
は
、
く
ら
し
の
相
談
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の

　

相
談
課
環
境
消
防
班
（
☎
73
2
1
1
1

 

内
線
1
2
1
･
1
2
2
）
へ

　

今
年
は
、
北
海
道
釧
路
市
と
の
姉
妹
都

市
提
携
五
十
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
両
市
で
は
、
記
念
行

事
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
釧

路
市
主
催
事
業
と
し
て
「
わ
が
マ
チ
い
い

と
こ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま

す
。
応
募
な
ど
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、

湯
沢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
釧
路
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.kushiro.

lg.jp)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
班
（
☎
73

　

2
1
1
1
内
線
2
1
1
･
2
1
2
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
と　

き　

5
月
19
日
㈰
午
前
5
時
30
分

　

〜
7
時
30
分
（
帰
着
予
定
）

※
午
前
5
時
か
ら
、
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
前
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
雨
天
中
止
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

○
と　

き　

5
月
27
日
か
ら
6
月
24
日
ま

　

で
の
毎
週
月
曜
日
／
午
後
1
時
30
分
〜

　

3
時
30
分
（
全
5
回
）

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料　

二
千
円

○
対　

象　

市
内
在
住
の
パ
ソ
コ
ン
操
作

　

初
心
者

○
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

5
月
20
日

　

㈪
か
ら
、湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎

 

73
1
1
3
2
）
へ

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

地
域
介
護
予
防
活
動

支
援
事
業
補
助
金

健
康
ウ
オ
ー
ク

〜
林
道
城
址し

線
コ
ー
ス
〜

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

〜
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
〜

ｗｏｒ
ｄ
で
チ
ラ
シ
作
成
に
挑
戦

わ
が
マ
チ
い
い
と
こ

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2013.05.15
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く
ら
し
の
相
談
課
か
ら
の

お
知
ら
せ



ホット
スマイル

皆さんに喜んでもらえる建物を建設していきたい
「建設会社で働いている」

髙橋　元喜さん
Ge n k i  T a k a h a s h i

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
施
工
図
の
作
成
、
現
場
管
理
、
工
程
管
理
な
ど
の
工

事
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
小
学
生
の
こ
ろ
、
建
設
現
場
で
働
い
て
い
る
父
親
の

姿
を
見
て
、
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、

高
校
卒
業
後
、
建
築
専
門
の
学
校
で
二
年
間
勉
強
を

し
て
、
現
在
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
で
、
休
日
は
友
達
と
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
「
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
」
の
試
合
を

観
戦
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
フ
ッ
ト
サ
ル
の

チ
ー
ム
に
所
属
し
、
試
合
や
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

A
職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
経
験
豊
富
で
、
頼
り
が
い
の
あ
る
先
輩
た
ち
と
建
物

を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、
向
上
心

を
持
ち
、
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

A

Vol.59フレッシュな若者が登場するコーナーです

今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
ま
だ
ま
だ
半
人
前
に
も
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
々

勉
強
、
努
力
を
重
ね
、
一
つ
で
も
多
く
の
よ
り
良
い

建
物
を
建
設
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
建
物
で
生
活
や
仕
事
を
す

る
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
建
物
も
建
設
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
建
築
の
現
場
は
、建
築
環
境
、建
築
時
期
な
ど
、ま
っ

た
く
同
じ
よ
う
な
現
場
は
な
い
た
め
、
そ
の
状
況
に

合
っ
た
段
取
り
や
工
法
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
進
捗

状
況
に
よ
り
勉
強
し
な
が
ら
の
毎
日
で
大
変
で
す
が
、

建
物
が
完
成
し
た
時
の
達
成
感
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

A

し
ん
ち
ょ
く

○
と　

き　

5
月
17
日
㈮
、
24
日
㈮
／
午

　

前
10
時

○
と
こ
ろ　

ビ
フ
レ
湯
沢
プ
ラ
ザ
店
前

○
物　

品　

季
節
の
ポ
ッ
ト
苗
と
鉢
花

○
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
・
ビ
ー
イ
ン
グ
小
原
（
☎
52

　

3
5
9
6
）
へ

○
と　

き　

5
月
29
日
㈬
午
後
0
時
30
分

　

〜
1
時
20
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
自
動
車
学
校

○
参
加
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

介
護
プ
ラ
ザ
す
ず
ら
ん

　
（
☎
78
1
2
9
4
）
へ

　

思
い
出
の
あ
の
歌
、
懐
か
し
い
こ
の
歌

を
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

○
と　

き　

6
月
1
日
㈯
午
後
1
時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
曲　

目　

花
は
咲
く
、
昴
、
赤
い
花
白

　

い
花
ほ
か

○
入
場
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
女
声
コ
ー
ラ
ス
か

　

た
く
り
浜
田
（
☎
73
9
7
7
8
）
へ

○
と　

き　

6
月
か
ら
8
月
ま
で
の
毎
週

　

土
曜
日
／
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

　
（
全
12
回
）

○
と
こ
ろ　

湯
沢
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料　

千
円
（
初
日
に
徴
収
）

○
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
1
日

　

㈯
ま
で
、
太
極
拳
ゆ
ざ
わ
事
務
局
鈴
木

　
（
☎
73
1
1
9
3
）
へ

○
と　

き　

6
月
25
日
㈫
午
前
10
時
〜
11

　

時
30
分

○
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

○
対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

　

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

　

ず
れ
か
を
所
有
し
、
自
宅
で
生
活
し
て

　

い
る
人

○
種　

目　

ボ
ッ
チ
ャ
、
フ
ラ
イ
ン
グ

　

デ
ィ
ス
ク

○
申
し
込
み　

6
月
18
日
㈫
ま
で
、
市
福

　

祉
課
社
会
福
祉
班
（
☎
73
2
1
1
1
内

　

線
5
1
6
）
ま
た
は
湯
沢
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
（
☎
73
8
6
9
6
）
へ

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー

　

ツ
協
会
（
☎
0
1
8
―
8
6
4
―
2
7

 

5
0
）
へ

○
と　

き　

6
月
19
日
㈬
午
後
1
時
30
分

　

〜
3
時
45
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
11
日

　

㈫
ま
で
、
秋
田
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

　

ン
タ
ー
ふ
き
の
と
う
秋
田
（
☎
0
1
8

 

―
8
2
6
―
8
0
3
0
）
へ

○
と　

き　

6
月
9
日
㈰
／
午
前
8
時
40

　

分
旧
湯
沢
市
営
球
場
駐
車
場
へ
集
合

　
（
雨
天
決
行
）

○
と
こ
ろ　

杉
沢
新
所
字
高
山
地
区

○
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
軍
手
な
ど

※
汚
れ
て
も
いい
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　

人
ま
ち
お
こ
し
結
っ
こ
（
☎
兼
℻
56
5

 

2
5
5
）
へ　

電
動
車
い
す安

全
運
転
講
習
会

第
６
回かた

く
り
と
歌
お
う

歌
声
コ
ン
サ
ー
ト

湯
沢
雄
勝
地
区

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
無
料
）

発
達
障
害
児
・
者
巡
回
相
談

（
予
約
制
）

太
極
拳
講
習
会

〜
初
心
者
募
集
〜

展
示
即
売
会

〜
私
た
ち
が
作
っ
た
鉢
花
〜

新
所
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
４
回
植
樹
会

参
加
者
募
集

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

2013.05.15
10

　

健
康
で
楽
し
く
生
き
生
き
過
ご
す

た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
と
　
き　

6
月
7
日
か
ら
12
月
6

　

日
ま
で
の
毎
月
第
一
金
曜
日
（
8

　

月
は
休
講
、
10
月
は
第
三
金
曜
日
）

　

／
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
6
回
）

○
内
　
容　

教
養
講
座
、
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
体
験
、
自
然
観
察
、
運
動

　

講
座
な
ど

○
受
講
料　

七
百
円
（
昼
食
代
な
ど

　

は
実
費
負
担
）

○
対
　
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　

の
人

○
定
　
員　

40
人

※

電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

5
月

　

21
日
㈫
〜
23
日
㈭
／
午
前
8
時
30

　

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
、
受
講
料

　

を
添
え
て
、
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー（
☎
73
1
1
3
2
）へ

生
き
生
き

　
　
シ
ル
バ
ー
学
級

　
　
　
　  

受
講
生
募
集

生
き
生
き

　
　
シ
ル
バ
ー
学
級

　
　
　
　  

受
講
生
募
集

生
き
生
き

　
　
シ
ル
バ
ー
学
級

　
　
　
　  

受
講
生
募
集

　臨床心理士橋本まり子先生の協力のもと、心の健康
に関する話題を毎月15日号に連載します。

はしもと こ

●第13回　テーマ 「人に伝わる印象」

心のリラックスタイム
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②「ひがみっぽい人で、強情で、批判的で、勤勉で、知
　的な人」
　⇨逆の順序では “有能かもしれないが欠点が多くて力
　　が出せない人物” という印象を与えやすい
◆同じことを言っても、言う順序が変わると良い印象も
悪い印象になってしまうことがあるのです。最初に耳に
入った言葉が、印象に残りやすいためこのようなことが
起こります。

◎私たちは、実際に話をしなくても、人から聞いた話で
イメージをつくりあげていますが、ちょっとしたことで
人の印象が変わってしまうものです。
　誤解のないように、伝え方を工夫することや受け取る
ときにも確認が必要です。誤解が生じたときには、よく
話し合ってみましょう。

○と　き　4月から平成26年3月までの毎月1回
○料　金　無料　○定　員　1日4人（予約制）
※広報ゆざわ4月1日号に年間予定表を折り込んで
います。予約は随時受け付けているため、希望日が
すでに定員に達している場合がありますので、希望
する人は、事前に下記までお問い合わせください。
○申し込み・問い合わせ　健康対策課保健推進班
　（☎73‒2111内線134～136）へ

～橋本まり子先生によるこころの健康相談会～

　「Ａさんはいつもニコニコしていて、明るくていい人」、
「Ｂさんは、テキパキしているけど性格がきつい」 など
私たちは、日々他人の情報に接しています。そして、実
際に話をしたことがなくても、人から聞いた話でイメー
ジをつくり上げています。
　では、私たちはどのように人から聞いた内容でイメー
ジをつくり上げるのでしょうか。

　　たった1つの言葉が違うだけなのに、受ける印象が
　　変わります。

①「知的な―器用な―勤勉な―　　　―実践的な―注意
　深い」 ⇨気前が良くて賢くて、人の良い、人間味があ
　る人、という印象
②「知的な―器用な―勤勉な―　　　―実践的な―注意
　深い」 ⇨信頼はしているが、情に薄い人、という印象
◆①と②では、「暖かい」 と 「冷たい」 だけが違うのに、
受ける印象が変わります。人は自分が重要だと思う特徴
に注目し、他の内容を軽く見てしまうため、たった一カ
所違うだけで印象がかなり違ってしまいます。

①「知的で、勤勉で、批判的で、強情で、ひがみっぽい人」
　⇨この順序では、“欠点はあるけども有能な人物” と
　　いう印象を与えやすい

１．人は自分が重要だと思う特徴に注目して印象を持つ
　　

＜例＞
　　　　　　　　　　　　　 暖かい

　　　　　　　　　　　　　 冷たい

２．話す順序を変えると印象も変わる
＜例＞

１．人は自分が重要だと思う特徴に注目して印象を持つ
　　

＜例＞
　　　　　　　　　　　　　 暖かい

　　　　　　　　　　　　　 冷たい

２．話す順序を変えると印象も変わる
＜例＞



ＮＰＯ法人「花婿学校」
代表　大橋清朗さん

み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！
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ジ
オ
パ
ー
ク
の
秘
密
を
知
っ
て

湯
沢
を
も
っ
と
好
き
に
な
る
！

　
　
　

〜 「
な
ぜ
？
」「
ど
う
し
て
？
」
が
楽
し
む
た
め
の
秘
訣 

〜

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
大
地
の
成
り
立
ち
や
大

地
と
人
間
と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
、
五

感
を
す
べ
て
使
っ
て
楽
し
む
場
所
で
す
。

　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
も
「
美
し
い
景
色
を

見
て
楽
し
む
」
「
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
蒸
気
が

勢
い
よ
く
噴
き
出
す
音
を
聞
く
」
「
岩
石
を

触
る
」
「
地
元
の
食
材
を
味
わ
う
」
と
い
う

よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
五
感
を
刺
激
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
も
っ
と
楽
し

む
た
め
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
ど

う
や
っ
て
、
こ
の
景
色
が
作
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
？
」
「
ど
う
し
て
、
岩
の
割
れ
目
か
ら
蒸

気
が
噴
き
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」
「
な

ぜ
、
こ
の
食
材
が
湯
沢
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
？
」
と
、
目
の
前
の
こ

と
に
『
な
ぜ
？
』
『
ど
う
し
て
？
』
を
感
じ

て
、
そ
の
理
由
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
と
き
に
、
解
決
の
手
助
け
を
す

る
の
が
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
や
ジ
オ
サ
イ
ト
案
内

書
で
す
。
皆
さ
ん
の
疑
問
が
解
決
す
る
た
び

に
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
＝
湯
沢
市
の
こ
と

が
大
好
き
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
や
ジ
オ
サ
イ
ト
案
内
書
に
つ

い
て
は
、
湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
の
説
明
や
ジ
オ
サ
イ
ト
案
内

書
で
、
「
三
関
扇
状
地
」
や
「
院
内
カ
ル
デ

ラ
」
な
ど
の
地
形
の
で
き
方
が
、
な
ん
と
な

く
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
更
に
深
く
理
解
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
実
験
で
地
形
の
で
き
方
を
再

現
す
る
こ
と
で
す
。

　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
、

次
の
よ
う
な
実
験
を
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
出
前
実
験
も
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
実
験
①
「
扇
状
地
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」

　

自
分
で
土
を
盛
っ
て
山
を
作
り
、
そ
の
上

か
ら
水
を
か
け
て
、
扇
状
地
が
で
き
る
様
子

を
観
察
し
ま
す
。

　

こ
の
実
験
で
、
三
関
扇
状
地
の
こ
と
が

も
っ
と
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。

◇
実
験
②
「
カ
ル
デ
ラ
を
再
現
し
よ
う
！
」

　

水
槽
の
中
で
、
火
山
の
噴
火
か
ら
カ
ル
デ

ラ
が
で
き
る
ま
で
を
再
現
し
ま
す
。

　

こ
の
実
験
で
、
院
内
カ
ル
デ
ラ
の
仕
組
み

が
理
解
で
き
ま
す
。

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」出
前
講
座

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ｉ
　

出
前
講
座
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
担
当　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

　

協
議
会
事
務
局
（
ま
る
ご
と
売
る

　

課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
☎
73
２
１

　

１
１
内
線
６
４
３
・
６
４
４
）

2013.05.15
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ひ
け
つ

◇カルデラ再現実験の様子
空気を入れた風船の上に土の山を作ります。風船の
空気を抜く（噴火でマグマがなくなる）と、土の山
が陥没し、カルデラができます。

「
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を

も
っ
と
楽
し
む
方
法
は
？

実
験
で
疑
問
を
解
決
し
よ
う
！

男女共同参画
社会の実現を
目指して

男女共同参画・少子化対策
通信

塾男
第１回：6月2日（日）
第２回：7月14日（日）△

参加費無料 △

好評につき今年も開催！ 講師■対象者　25歳～45歳までの独身
　　　　　男性15人程度
※定員を超えた場合は抽選▲

第1回　自分磨きセミナー
　　　　　（午後3時～6時）▲

第2回　自分磨きセミナー
　　　　　（午後1時～2時30分）
　　　　　お見合いパーティー
　　　　　（午後3時～5時）

■申し込み　企画課男女共同参画・少子化対策室（☎73－2111内線438）

おおはしきよはる

湯沢市男女共同参画推進
条例を制定しました

　　　性別による不利益な取り扱いを受けることなく、
　　　安心して働き、生活できること

　　　男女共同参画は、国際社会の動向を踏まえなが
　　　ら推進すること

▼ ▼ ▽何をするの？
　◇市は【8つの基本理念】に基づいて、施策を計画
　　的に策定し、率先して取り組みます

　◇市民の皆さんは、家庭や学校、地域などで互いに
　　協力し合い、積極的に男女共同参画を進めましょ
　　う

　◇事業者の皆さんは、職場での活動に対等に参画で
　　きる機会の確保と、仕事と生活の両立に配慮して
　　推進に努めましょう

▼ ▼ ▽どんな内容なの？
　推進のための【8つの基本理念】を定めました。

　　　個人の尊厳を大切にし、能力を発揮する機会が
　　　確保され、人権が尊重されること

　　　性別差別をなくし、多様な生き方を選択できる
　　　ように意識の改革が進められること

　　　社会の対等な構成員として、あらゆる場面で立
　　　案および決定に参画する機会が確保されること
　　　家庭の重要性を認識し、互いに協力し合い、家
　　　庭生活とそれ以外の社会活動が両立できるよう
　　　に配慮されること

　　　あらゆる教育が男女の人権の尊重を基本として
　　　行われること

　　　身体的特徴および性についての理解を深め、尊
　　　重し合い、生涯にわたり心身ともに健康な生活
　　　を営むこと

▼ ▼ ▽何のために？
　　誰もが心の豊かさと生きがいを感じ、誇りを持つことが
　できる男女共同参画社会の実現を目指して、総合的かつ計
　画的に施策を推進するために、この条例を制定しました。

６

５

４

３

８

７

２

１

◇ゆざわジオパークをもっと楽しむための「ジオサイト案内書」◇



県内外で観光ＰＲに期待
小町娘委嘱状交付式

　4月26日、第46代となる小町娘の委嘱状交付
式が行われ、今年度の小町娘7人とその保護者、
関係者など約40人が出席しました。
　式では、湯沢市雄勝観光協会の高橋修一会長
が「まずは小町まつりを目標に練習に励んでほ
しい。その後は市の観光ＰＲを頑張ってほしい」
と激励。一人一人に委嘱状を手渡しました。
　委嘱された7人は「貴重な機会。一生懸命頑
張りたい」とそれぞれ抱負を述べていました。

楽しい日本語教室に
日本語教室開講式

　4月17日、「湯沢市日本語教室」湯沢会場
の開講式が湯沢勤労青少年ホームで行われま
した。
　これは、市内に居住する日本語を母国語と
しない人を対象に、日常生活に必要な日本語
学習の支援などを目的に行われています。
　開講式には、フィリピンや中国、韓国出身
の受講生13人が出席しました。式では、受講
生全員の自己紹介が行われ、日本語を覚える
ために頑張りたいと決意を新たにしていました。

2013.05.15
15

2013.05.15
14

高橋会長から委嘱状が交付されました▶

◀ジャミセリオンと元気よく踊る子どもたち

誕生、14周年
道の駅おがち14周年祭

　4月20・21日、道の駅おがちではオープン14周
年を祝う誕生祭が行われました。会場では、県南
7つの道の駅が特産品を持ち寄って販売する「じ
まんこ市場」が行われ、買い物に訪れた家族連れ
などでにぎわっていました。21日にはスコップ三
味線を弾く「ジャミセリオン」が登場。雪が降る
中でのイベントでしたが、寒さに負けまいと音楽
に合わせて、子どもたちが元気よく踊り、訪れた
人を楽しませていました。

道路をきれいにしよう
国道13号一斉クリーンアップ

　4月14日、第26回国道13号一斉クリーンアップ
が行われました。
　これは、雄勝トンネルから大仙市までの約90キ
ロメートルの区間で、沿線住民や団体、事業所な
どが参加し、毎年行われているものです。
　沿線の一部で残雪がある中、道路をきれいにし
ようと、空き缶や空きびん、ペットボトルなど、
さまざまなごみを一つ一つ丁寧に拾っていました。

たか はししゅういち

◀雪が残る中、ごみ拾いを行う参加者

自己紹介をしている受講生の様子▶

前森公園さくらまつり愛宕公園さくらまつり千年公園さくらまつり

さ
く
ら
ま
つ
り

4
月
20
日
〜
5
月
6
日

　

今
年
は
気
温
が
上
が
ら
ず
、
肌
寒
い
日
が
続
き
、

例
年
よ
り
も
さ
く
ら
の
開
花
が
遅
れ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
後
半
に
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
ま
つ
り
の
期
間
中
は
、
時
折
、
晴
れ
間
が

見
え
る
天
候
で
し
た
が
、
き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
さ

く
ら
を
見
よ
う
と
家
族
連
れ
が
花
見
に
訪
れ
て
い
ま

し
た
。
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▲齊藤市長、選挙後の初登庁の様子

217,655

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

4月分

合　　　計 11

8 197,510接　遇　費 湯沢市雄勝観光協会通常総会　ほか

湯沢釣友会釣大会賞品代

0 0餞　　　別

10,0001慶　弔　費 香典

贈答用特産品（川連漆器） 1 5,145贈 答 品 代

0 0行事出席等の会費

1 5,000協　賛　費

市長日誌（4月）

交際費報告

8日（月） ＦＭゆーとぴあ出演

12日（金） こまち会総会、倉内さくらっ子定例総会

14日（日） 国道13号線クリーンアップ開始式、春の一斉クリー
ンアップ運動、湯沢市雄勝消費者の会総会

15日（月） ＮＨＫ番組出演（秋田市）

11日（木） 湯沢市農業再生協議会

17日（水） 国への要望活動（東京都）

25日（木） ジオアート贈呈式、秋田県防災協会面会、雄物川上
流四堰改修促進協議会総会

26日（金） 第2回こめ油フォーラム in 秋田・湯沢、国道398号
線開通による再開を祝う会、定例記者会見、稲川建
設技能組合設立60周年祝賀会

24日（水） 湯沢人権擁護委員協議会定時総会、パルシステム・
秋田南部圏食と農推進協議会総会、湯沢市雄勝観光
協会通常総会

23日（火） 臨時議会、第160回秋田県市長会定例会（秋田市）

す
が  

よ
し   

ひ
で

　

皆
さ
ん
は
、
湯
沢
市
の
ど
こ
が
好
き
で
、
良
い
と
こ
ろ
、
誇
り
に
思
う
こ

と
、
自
慢
で
き
る
こ
と
、
宣
伝
し
た
い
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
所
、
生
ま
れ
育
っ
た
所
や
ふ
る
さ
と
に
愛
着
が
あ
り
、

も
っ
と
住
み
良
い
・
楽
し
い
・
明
る
い
・
親
切
・
自
慢
で
き
る
・
誇
れ
る
ま

ち
を
望
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

人
間
に
も
地
域
に
も
、
市
・
県
・
国
に
も
、
良
い
面
、
悪
い
面
が
そ
れ
ぞ

れ
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

世
の
中
や
市
・
県
・
国
の
悪
い
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
を
強
調
し
、
不
平
、
不

足
、
不
満
を
あ
お
り
、
理
想
社
会
を
夢
見
る
あ
ま
り
、
と
か
く
自
分
の
責
任

や
無
責
任
さ
を
棚
に
上
げ
て
、
他
人
の
難
点
・
欠
点
・
弱
点
を
拾
っ
た
り
、

非
難
し
た
り
、
攻
撃
す
る
癖
が
強
く
な
り
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い

つ
も
腹
を
立
て
、
面
白
く
な
く
、
文
句
ば
か
り
の
評
論
家
に
な
っ
て
は
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
は
、
自
由
と
民
主
主
義
の
国
家
で
あ
り
、
幸
い
な
こ
と
に
政
治
家
を

国
民
、
市
民
が
選
挙
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
さ
れ
る
者
は
、
有
権
者
の
意
を
く
む
重
い
責
任
を
負
い
ま
す
。
市
長

の
責
任
は
、
市
政
の
難
問
、
課
題
を
一
つ
ず
つ
着
実
に
解
決
し
な
が
ら
、
平

成
の
「
新
湯
沢
市
」
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
で
す
。
私
は
い
つ
も
、
湯
沢
市

を
ま
る
ご
と
売
る
こ
と
が
、
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
、
毎
日
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

私
の
市
長
と
し
て
の
今
が
旬
の
話
題
・
宣
伝
し
た
い
こ
と
は
、
何
と
言
っ

て
も
菅
義
偉
官
房
長
官
が
当
市
の
出
身
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

国
会
議
員
や
各
省
庁
な
ど
へ
の
陳
情
活
動
の
際
に
は
、
知
名
度
が
抜
群
の

た
め
、
お
の
ず
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
本
当
に
心
強

く
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
で
福
小
町
の
大
吟
醸
酒
が
「
２
０
１
２
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
酒
」

を
受
賞
。
当
市
が
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
。
「
日
本
地
熱
学
会
」
の

開
催
。「
第
三
回
全
国
う
ど
ん
サ
ミ
ッ
ト
in
秋
田
・
湯
沢
」
の
開
催
が
十
月
に

決
定
。
来
年
の
国
民
文
化
祭
で
「
漆
芸
と
音
楽
の
街
湯
沢
」
が
テ
ー
マ
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
、
全
国
に
誇
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
湯
沢
市
の
誇
れ
る
こ
と
、
自
慢
で
き
る
こ
と
、
売

り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

ぜ
ひ
と
も
み
ん
な
で
掘
り
起
こ
し
、
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ

ん
の
魅
力
、
物
語
を
発
見
す
る
こ
と
が
、
湯
沢
市
を
ま
る
ご
と
売
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

29日（月） 書道作品寄贈者面会（静岡県）
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4月30日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

3.20
4.14
4.17
4.17
4.19
4.23
4.24
4.24
4.26
4.26
4.27
4.27
4.27
4.30

72
92
69
88
84
86
88
88
81
82
84
96
92
93

2013.05.15

杉沢裏第１
下　角　間
落　　　合
坊　　　中
関　口　上
桜　通　り
二　井　田
西新町第１の１
清水町第３
八　幡　林
六 日 町 下
愛　宕　荘
愛宕町第４
西田町第２

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

紘　衞
清　巳
達
孝
　　一
哲　博
重　見
昭　治
愼　一
ソ　ヨ
憲　一

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

久　保　３
中　野　１
野　村　２
東　町　１
西　川　連
新　　　処

98
44
90
90
97
75

4.16
4.20
4.23
4.23
4.23
4.25

憲　一
允　都
英　逸
廣　治
悦　郎
利　喜

沓 澤　ヤ スさん
中 野　浩 明さん
髙 橋 ヒデヨさん
阿 部　イ トさん
近 野 卯一郎さん
大 井　一 吉さん

佐々木　太郎さん
小 場　ツ 子さん
佐 藤　祐 一さん
東海林 ミ ヨさん
三 浦 勝太郎さん
高 橋 源之助さん
鵜 沼　貞 子さん
石 井　タ カさん
髙 橋　　 廣さん
佐 藤　フ ヂさん
佐 藤　孝 一さん
伊 藤　金太郎さん
佐 藤　キ サさん
榎 本 信之介さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

湯　　　元
板　　　戸
藤　　　倉

83
55
80

4.18
4.21
4.28

和　幸
本　人
満

藤 𠩤　繁 雄さん
中 山　和 昭さん
髙 橋　ナ ツさん

4月30日届け出分まで

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

みらい

みはね

かいと

りんと

み　ゆ

りひと

いっこう

さんた

鶴 岡　未 來くん
鶴 岡　未 羽ちゃん
佐々木 快 人くん
野 中 さつきちゃん
奥 山　稟 斗くん
柴 田　望 結ちゃん
佐 藤　理 仁くん
高 橋　一 耕くん
高 橋　燦 太くん

4. 8
4. 8
4. 9
4.13
4.15
4.16
4.16
4.18
4.20

祝　　　田
祝　　　田
西新町第２
清水町第４の２
下　関　中
外　堀　上
清水町第８
元　清　水
下　倉　内

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

そ　ら

ひなた

ここな

　　　みこと

佐々木 星 空くん
阿 部　陽 向くん
沓 澤　心 菜ちゃん
近 野　　 尊くん

4.13
4.15
4.17
4.19

下　　　宿
田　　　中
中　久　保
八　面　東

克彦さん・純子さん
正幸さん・真奈美さん
聡さん・育子さん
誠さん・福子さん

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

あいり

髙 𣘺　愛 理ちゃん 4.18 赤　　　塚健太さん・佳織さん

れみん

ゆいと
佐 藤　蓮 心くん
山 内　結 人くん

4.26
4.28

外　ノ　目
西田町第１

武さん・春美さん
明保さん・明子さん

●皆瀬地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

　　　なぎ

髙 橋　　 凪くん 4.19 羽　　　場正志さん・沙也香さん

水　　　口
平　　　城
小 町 の 里
上　旭　町
田　用　橋
内　　　町
水　　　口
中　　　泊
三　ツ　村
赤　　　塚
上　旭　町

88
91
90
77
104
84
64
90
81
87
85

4.16
4.18
4.24
4.25
4.26
4.27
4.27
4.28
4.29
4.29
4.29

本　人
太　一
アキ子
本　人
勝　康
浩
本　人
アツ子
朝　子
保
力
本　人
本　人
マサヱ

門 𦚰　ト シさん
渡 部　ツ キさん
天 野　　 惇さん
京 野　芳 郎さん
内 藤 　　よさん
　 木　　 治さん
三 橋 惠美子さん
篠 田　千 代さん
佐々木 ナ ミさん
小 原　榮 一さん
金 澤　　 進さん

純さん・恵さん
純さん・恵さん
聖さん・さやかさん
俊弘さん・裕美さん
吉喜さん・紗織さん
裕平さん・恵利佳さん
大輔さん・夏美さん
政文さん・真由美さん
渉さん・聡美さん
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